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平成２０年度全国学力・学習状況調査への参加について（学校教育課） 



議案第２１号 

 

   平成２０年度全国学力・学習状況調査への参加について 

 

 平成２０年度の全国学力・学習状況調査に参加することについて、小田原市教育

委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年小田原市教育委員会規

則第４号）第３条第１８号に基づき、議決を求める。 

 

  平成１９年１２月２０日提出 

 

                                                      小田原市教育委員会 

教育長 青木 秀夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



















 平成１９年度全国学力・学習状況調査  調査結果概要（国・公・私立学校） 

 

小学校国語 

○国語Ａ（知識）について、児童の平均正答率が81.7％であり、相当数の児童が今回出題している学

習内容をおおむね理解していると考えられる。 

○国語Ｂ（活用）について、児童の平均正答率が63.0％であり、知識・技能を活用する力に課題があ

る。 

 

課題等 （◇･･･相当数の児童ができている点◆･･･課題のある点） 

話すこと・聞くこと 

◆(A) 話し方に関する知識（聞き手の反応を確かめながら話すこと）や聞き方に関する知識（要点を

メモに取りながら聞くこと）の理解に課題がある。 

書くこと 

◇(A,B)文章の中から必要な言葉を選んで内容を整理すること、体験等に基づいた自分の考えを書くこ

とは、相当数の児童ができている。 

◆(B) 説明文で述べている事柄の理由を要約すること、資料から必要な事柄を取り出して与えられた

条件に即して書き換えることに課題がある。 

読むこと 

◆(A) 物語の登場人物の関係を押さえて心情を把握することに課題がある。 

◆(B) 文章の内容と資料の情報とを関係付けて正しく読み取ることに課題がある。 

◆(B) 二つの文章の共通点を評価し、自分の考えをまとめることに課題がある。 

言語事項 

◇(A) 接続語の使い方、指示語が示す内容については、相当数の児童が理解している。 

◆(A) 文の構成を理解して、１文を２文に書き換えることに課題がある。 

 

 

指導改善のポイント 

話すこと・聞くこと 

○聞き手の反応を見て調整しながら話したり、話の要点のメモを取りながら聞いたりするなどの具体

的な言語活動を取り入れ、これを通じて、話すこと・聞くことに関する知識・技能を定着させる指導

の充実を図る。 

書くこと 

○文章を要約したり、字数や様式などの与えられた条件に即して書き換えたりする言語活動を多く取

り入れるなどの指導の充実を図る。 

読むこと 

○登場人物相互の関係を押さえながら、登場人物の心情や性格、考え方などをとらえるようにする言

語活動の充実を図る。 

○文章とグラフ・図などを含む題材を取り上げ、文章の内容と資料の情報とを関係付けながら的確に

読む言語活動の充実を図る。 

○複数の文章や資料を取り上げ、観点を設定して比べて読む言語活動の充実を図る。 

言語事項 

○文の構成についての理解の定着を図るために、２つの内容を１文にまとめたり、１文を内容ごとに

分けて書き換えたりする言語活動の充実を図る。 



 

小学校算数 

○算数Ａ（知識）について、児童の平均正答率が82.1％であり、相当数の児童が今回出題している学

習内容をおおむね理解していると考えられる。 

○算数Ｂ（活用）について、児童の平均正答率が63.6％であり、知識・技能を活用する力に課題があ

る。 

 

 

○課題等（◇･･･相当数の児童ができている点◆･･･課題のある点） 

数と計算 

◇(A) 整数、小数、分数の四則計算は、相当数の児童ができている。 

◆(A) 数の意味と大きさの理解に課題がある。 

◆(A) 問題文から式を考えることに課題がある。 

◆(B) 計算の工夫を理解し、その計算方法を説明することに課題がある。 

量と測定 

◆(B) 地図から複数の図形を見いだし、必要な情報を取り出して面積を比較し、説明することに課題

がある。 

図形 

◇(A) 三角形や平行四辺形の性質を理解し、角の大きさを求めたり作図したりすることは、相当数の

児童ができている。 

数量関係 

◆(A) 計算の順序についての決まりを理解して計算することに課題がある。 

◇(B) 棒グラフから数量の大小や変化の様子をよみとることは、相当数の児童ができている。 

◆(B) 百分率を用いて問題を解決することに課題がある。 

◆(B) 式の形に着目して計算結果の大小を判断し、根拠を明確にして説明することに課題がある。 

 

○指導改善のポイント 

数と計算 

○様々な数を数直線上に表す活動など、数の意味や大きさを調べたり表したりして理解する活動の充

実を図る。 

○簡単な数に置き換えて式を考える活動など、工夫して立式する活動の充実を図る。 

○数を多面的に見て（100＝25×4 など）計算の工夫を考える活動の充実を図る。 

量と測定 

○情報過多の場面や課題から、問題解決のために必要な情報を選択して考える活動の充実を図る。 

数量関係 

○加減や乗除を用いる具体的な場面と式の表現とを結び付けて考える活動などを通して、計算の順序

を意識できるようにする指導を重視する。 

○日常生活で百分率が用いられる場面について考える活動などを通して、百分率の意味の理解を深め

る指導を重視する。 

○式の形に着目して計算結果を考え、根拠を明らかにして説明する活動の充実を図る。 

 

 

 



中学校国語 

○国語Ａ（知識）について、生徒の平均正答率が82.2％であり、相当数の生徒が今回出題している学

習内容をおおむね身に付けていると考えられる。 

○国語Ｂ（活用）について、生徒の平均正答率が72.0％であり、知識・技能を活用する力を更に身に

付けさせる必要がある。 

 

○課題等 （◇･･･相当数の児童ができている点◆･･･課題のある点） 

話すこと・聞くこと 

◇(A) 聞き手を意識して使用する語句を工夫することや不足している情報を適切な表現で話し手に確

かめることは、相当数の生徒ができている。 

書くこと 

◇(A､B)グラフから必要な情報を読み取って記述すること、文学作品の内容や構成について自分の考え

を書くことについては、相当数の生徒ができている。 

◆(A) 手紙の後付けの書き方についての理解に課題がある。 

◆(B) 複数の資料から得た情報を整理して、伝えたい事柄や自分の考えを明確にして書くことに課題

がある。 

読むこと 

◆(A) 情景描写を書き手の工夫に着目して的確に読み取ることに課題がある。 

◇(B) 文章全体の内容や表現の特徴についておおまかに読み取ることは、相当数の生徒ができている。 

◆(B) 文章の展開や心情の変化に着目して、工夫しながら朗読することに課題がある。 

言語事項 

◇(A) 語句の意味を理解して文脈の中で正しく使うこと、文の成分の照応に注意して書くこと、生活

の場面で敬語を適切に使うことは、相当数の生徒ができている。 

◆(A) 文脈に即して漢字を正しく読んだり書いたりすることに課題がある。 

 

 

○指導改善のポイント 

話すこと・聞くこと 

○目的に沿って話したり、適切に聞き取ったりする力を身に付けるために、具体的な場面を設定した

実践的な言語活動を今後も継続して重視する。 

書くこと 

○手紙文の書き方など基礎的・基本的な学習内容を確実に習得させる指導の充実を図る。 

○根拠を明らかにして書く力や、論理の展開の仕方などを工夫して書く力、情報を目的 

に応じて活用する力を高めるために、収集した情報をより的確に整理して自分の考えを書く言語活動

の充実を図る。 

読むこと 

○文学的な文章の描写や表現に注意して内容をとらえる言語活動の充実を図る。 

○社会生活に役立つ読む能力を身に付けるために、様々な文章の内容や構成、表現に注意しながら的

確に読み取ったり、情報を活用したりする言語活動を工夫する。 

言語事項 

○使用頻度の低い漢字の正しい読み書きについての指導を工夫する。 

 

 



中学校数学 

○数学Ａ（知識）について、生徒の平均正答率が72.8％であり、基礎的・基本的な知識・技能を更に

身に付けさせる必要がある。 

○数学Ｂ（活用）について、生徒の平均正答率が61.2％であり、知識・技能を活用する力に課題があ

る。 

 

 

○課題等（◇･･･相当数の児童ができている点◆･･･課題のある点） 

数と式 

◇(A) 指数を含む計算、式の値を求めること、一元一次方程式を解くことは、相当数の 

生徒ができている。 

◆(A) 文字式が表す意味の理解や方程式における移項の意味の理解に課題がある。 

◆(B) 結論が成り立つことを説明するために必要な条件を示すことに課題がある。 

◆(B) 条件に合う式を見いだし、文字式を用いて表し説明することに課題がある。 

図形 

◇(A) 基本的な平面図形の性質の理解については、相当数の生徒ができている。 

◆(A) 円柱と円錐の体積の関係の理解に課題がある。 

すい 

◆(B) 仮定と結論の意味を理解して証明の構想を立てることに課題がある。 

数量関係 

◆(A) 反比例の表を完成させることに課題がある。 

◆(A) 確率の意味の理解に課題がある。 

◇(B) 説明すべき事柄を正しく選択し判断することは、相当数の生徒ができている。 

◆(B) 数量の関係を理想化したり、実際のデータを単純化したりして数学的に表現する 

ことに課題がある。 

 

○指導改善のポイント 

数と式 

○文字式が表す意味を具体的な事象に即して理解する活動や、移項による解き方と等式の性質を使っ

た解き方とを対比するなど移項の意味を理解する活動を重視する。 

○結論が成り立つ理由を説明するためには何が必要かを逆向きに考えるなどして、見通しをもって説

明を構想する活動の充実を図る。 

○見通しをもって試行を繰り返し、条件に合う式をつくる活動の充実を図る。 

図形 

○実験や実測を通して、実感を伴って図形の性質を理解する活動を重視する。 

○証明の誤りを振り返り、その評価に基づいて証明を改善する活動の充実を図る。 

数量関係 

○反比例について、比例と対比したり、変化と対応の両側面から考えたりするなど、その意味と性質

を理解する活動を重視する。 

○確率を基にして事象を振り返るなど、確率の意味を理解する活動を重視する。 

○数量の関係を理想化したり、実際のデータを単純化したりして、数学的な表現や処理を基に特徴を

明らかにし、分かりやすく説明する活動の充実を図る。 

 

 



 

○児童生徒質問紙 

＜基本的生活習慣＞ 

○朝食を毎日食べる児童生徒の方が、正答率が高い傾向が見られる。 

○学校に行く前に持ち物を確認する児童生徒の方が、正答率が高い傾向が見られる。 

○家の人と学校での出来事について話をする児童生徒の方が、正答率が高い傾向が見られる。 

○人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の方が、正答率が高い傾向が見られる。 

○学校のきまり・規則を守っている児童生徒の方が、正答率が高い傾向が見られる。 

 

 


